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■ 吊りボルト振れ止め金具（直角用）

仕様 ご注文品番 適合 梱包・結束 販売単位 標準価格（円） 納期 
区分吊りボルト 振れ止め

Y DYR2LN-W3 W3/8 全ねじW3/8 8 40 ─ 1個 440 セ

Y DYR2LN-W4 W1/2 全ねじW1/2 8 ─ ─ 1個 490 セ

使用上のご注意
●振れ止め金具の取り付け位置は、機器の付近にしっかりと固定してください。
●水平力より算出された引張力が各金具の短期許容静荷重以下になるように考慮してください。
●ボルトの締付トルクは14.7N・m［150kgf・cm］です。

●�天井埋込形、天井カセット形エアコンなどの吊りボルトの振れ止めに最適です。
●コーナー部から直角2方向への振れ止めが簡単に行えます。
●�コイルばねを組み付けているため、吊りボルトへの仮止めができ、作業性に優れてい
ます。
●締め付けを充電インパクトドライバーで行えます。
●既設の吊りボルトに後付けで振れ止めできます。
●締め付け箇所が少なく、施工時間を大幅に短縮できます。
●振れ止めボルトを横からスライドして入れられます。

耐震試験については、技術資料を
ご参照ください。

※（　）内はDYR2LN-W4

※�短期許容静荷重は、
地震、風圧等の短期
に生ずる力に対する
許容静荷重です。

※�引張力（T）に
対する荷重

短期許容静荷重
784N
［80kgf］

1710P耐震試験について▶

手順
①�吊りボルトに仮止
めします。
※�仮止め状態で手を
離しても脱落しませ
ん。

②�振れ止めボルトを
横からスライドし
て入れ、充電イン
パクトドライバー
等で締め付けて完
了です。

六角M10×30
（六角M10×35）

※（　）内はDYR2LN-W4
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仕様詳細情報
Y仕様 ボルト、本体金具2（E）

振れ止め

本体金具1本体金具2


